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た
餅
。
他
支
社
配
属
者
に
つ
い
て
、
希
望
者
を
早
急

に
元
職
場
に
復
帰
さ
せ
る
よ
う
働
き
か
け
を
。
昇
進

差
別
事
件
で
は
和
解
の
動
き
を
待
ち
望
ん
で
い
た
。

一
部
闘
争
団
は
残
念
。
国
労
の
最
大
の
武
器
は
団
結
。

乗
務
員
基
地
の
再
編
提
案
は
、
運
用
効
率
の
向
上
だ

け
が
目
的
。
二
度
と
不
当
な
差
別
の
な
い
よ
う
に
。

春
闘
と
平
和
を
守
る
運
動
は
地
域
の
仲
間
と
の
連
帯

し
た
運
動
の
展
開
を
。

◆
小
林
裕
二
（
相
模
支
部
・
橋
本
駅
分
会
）

物
販
つ
い
て
、
支
部
は
組
合
員
一
人
ひ
と
り
ま
で

情
報
や
指
示
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
の
か
分
会
活
動
の

改
善
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
た
。
購
入
目
標
を
設
け

た
ら
、
支
部
内
全
て
の
分
会
役
員
・
組
合
員
が
応
え

て
く
れ
、
役
員
の
自
信
に
も
つ
な
が
っ
た
。
反
基
地

闘
争
は
、
キ
ャ
ン
プ
座
間
へ
の
米
陸
軍
の
第
一
司
令

部
の
移
駐
が
大
き
な
問
題
。
行
政
も
市
民
も
行
動
に

立
ち
上
が
っ
て
い
る
。
本
日
キ
ャ
ン
プ
座
間
司
令
部

を
人
間
の
鎖
で
包
囲
す
る
行
動
に
取
り
組
む
。
昨
日

は
神
奈
川
新
聞
朝
刊
に
一
人
一
〇
〇
〇
円
で
の
意
見

広
告
が
取
り
組
ま
れ
た
。

以
上
の
発
言
に
、
鈴
木
法
対
部
長
・
浜
中
副
委
員

長
よ
り
答
弁
が
さ
れ
た
。

◇
鈴
木
法
対
部
長

後
、
東
日
本

本
部
・
佐
藤

委
員
長
か
ら

「
労
働
委
員

会
に
お
け
る

和
解
の
状
況

と
組
織
強

化
・
拡
大
に

向
け
て
」
を

テ
ー
マ
に
講

演
を
受
け
、

「
こ
の
和
解

協
議
に
よ
り

様
々
な
状
況

が
生
ま
れ
る

だ
ろ
う
。
ま

ず
、
国
労
に
行
け
ば
試
験
は
い
く
ら
を
受
け
て
も
受

か
ら
な
い
、
こ
の
障
害
は
除
か
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う

と
思
う
。
或
い
は
こ
れ
を
口
実
に
し
て
国
労
に
来
た

く
て
も
来
れ
な
い
人
は
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
和

解
協
議
を
成
功
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
和
解
も

ま
た
闘
い
。
是
非
、
今
年
の
昇
進
試
験
は
受
験
を
し

て
欲
し
い
。
機
関
と
し
て
も
十
分
に
議
論
し
な
が
ら

全
組
合
員
が
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
。
何
と
し
て
も
、

多
く
の
仲
間
た
ち
を
合
格
さ
せ
た
い
。
皆
さ
ん
の
真

摯
な
議
論
を
お
願
い
す
る
。
組
織
拡
大
を
こ
の
流
れ

で
、
こ
の
追
い
風
を
受
け
て
皆
で
し
っ
か
り
と
や
っ

て
い
こ
う
。
昨
年
一
〇
月
山
形
で
、
一
一
月
東
京
・

中
央
、
一
二
月
大
宮
、
更
に
今
年
に
入
り
盛
岡
で
二

名
の
仲
間
た
ち
を
国
労
に
迎
え
入
れ
て
き
た
。
今
日

の
全
分
会
長
会
議
の
中
で
こ
の
流
れ
を
し
っ
か
り
と

大
き
く
し
て
い
く
、
そ
の
意
思
統
一
を
心
か
ら
お
願

い
す
る
」
と
の
講
演
を
受
け
た
。

次
に
、
笹
原
書
記
長
か
ら
、「
当
面
す
る
行
動
と

取
り
組
み
に
つ
い
て
」
提
起
を
行
い
、
引
き
続
き
組

織
拡
大
を
達
成
し
た
甲
府
・
大
宮
か
ら
報
告
を
受
け

た
。

◆
甲
府
駅
・
橋
本
分
会
長

「
国
労
に
復
帰
し
た
直
接
的
な
要
因
は
、
東
労
組

へ
の
不
満
。
日
常
の
世
話
役
活
動
或
い
は
仲
間
を
大

事
に
す
る
労
働
者
の
視
点
で
行
動
す
る
姿
が
加
入
に

結
び
つ
い
た
。
潜
在
的
な
部
分
を
引
き
出
し
第
二
、

第
三
の
仲
間
を
迎
え
る
べ
く
奮
闘
す
る
」

◆
大
宮
支
部
・
松
井
書
記
長
、
復
帰
者
・
鈴
木
さ
ん
　

「
支
部
が
発
足
し
て
四
年
が
経
過
し
て
初
め
て
の

組
織
拡
大
」
と
鈴
木
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
、
本
人
か
ら

「
通
対
の
ア
ル
バ
イ
ト
か
ら
Ｊ
Ｒ
の
社
員
と
な
っ
た

東
京
七
電
車
区
事
件
・
神
奈
川
配
属
事
件
等
の
和

解
履
行
状
況
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
各
支
社
に
履
行

を
迫
る
。
支
社
ま
た
が
り
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
努

力
す
る
。

◇
濱
中
副
委
員
長

Ｍ
Ｖ
三
〇
導
入
や
助
役
日
勤
化
な
ど
利
用
者
側
に

も
大
き
な
影
響
が
あ
る
。
利
用
者
と
ス
ク
ラ
ム
を
組

ん
だ
運
動
を
創
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

改
札
の
委
託
化
関
係
で
、
会
社
は
今
の
実
状
を
理

解
し
て
い
る
の
で
、
他
企
業
の
動
き
等
も
に
ら
み
、

政
府
の
指
導
等
と
も
合
わ
せ
、
更
に
改
善
の
努
力
を

す
る
よ
う
要
望
す
る
。

続
い
て
、
笹
原
書
記
長
よ
り
、
回
答
を
含
め
た
集

約
答
弁
が
行
わ
れ
た
。

◇
笹
原
書
記
長
集
約
答
弁

・
地
域
住
民
と
の
連
帯
を
含
め
運
動
を
考
え
る
。

・
反
戦
平
和
の
問
題
に
つ
い
て
全
力
で
闘
う
。

・
昇
進
問
題
は
、
全
組
合
員
が
被
っ
た
差
別
な
の
で

是
正
を
求
め
た
闘
い
を
展
開
す
る
が
、
中
労
委
の
場

で
は
紛
争
事
件
の
解
決
と
い
う
捉
え
方
で
あ
り
、
こ

れ
か
ら
の
攻
防
が
難
し
い
。
昇
進
試
験
で
、
国
労
を

辞
め
て
い
く
状
況
が
創
ら
れ
た
の
は
間
違
い
な
い
。

怒
り
を
含
め
和
解
し
、
国
労
が
平
等
に
扱
わ
れ
、
組

織
拡
大
に
向
け
て
い
く
流
れ
を
創
っ
て
い
く
。
配
属

差
別
・
Ｖ
Ｓ
Ｃ
の
廃
止
で
元
職
種
に
来
た
仲
間
を
し

っ
か
り
支
え
職
場
の
中
心
に
座
る
た
め
に
仕
事
に
運

動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
本
来
ま
と
も
に
受
か
る
試

験
で
あ
れ
ば
国
労
は
き
っ
ち
り
受
験
す
る
姿
勢
を
前

面
に
出
す
。
試
験
の
有
資
格
者
は
全
組
合
員
が
受
験

す
る
体
制
を
創
っ
て
い
き
た
い
。

・
春
闘
を
闘
う
中
で
職
場
の
切
実
な
要
求
を
追
及

し
、
全
職
場
で
組
織
拡
大
の
動
き
を
創
る
。

・
今
委
員
会
以
降
直
ち
に
職
場
オ
ル
グ
に
入
る
。

・
ア
ル
バ
の
問
題
は
大
き
な
運
動
の
一
つ
。
各
支
部
、

各
職
場
で
春
の
物
販
強
化
の
取
り
組
み
を
。
と
集
約

を
行
い
、
全
体
の
拍
手
で
、
当
面
す
る
闘
争
方
針
を

決
定
し
た
。
宮
崎
教
宣
部
長
の
ア
ピ
ー
ル
提
案
採
択

の
後
、
最
後
に
阿
部
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

今
後
の
取
り
組
み
に
向
け
て
の
決
意
を
固
め
あ
っ
た
。

地
方
本
部
は
、
第
九
四
回
拡
大
地
方
委
員
会
を
二

月
一
九
日
、
都
内
で
開
催
し
た
。

浜
中
副
委
員
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
議
長
に
鈴
木

委
員
（
上
野
）、
副
議
長
に
西
尾
委
員
（
新
橋
）
を

選
出
、
阿
部
委
員
長
よ
り
、
①
不
採
用
事
件
の
早
期

勝
利
解
決
は
国
労
が
団
結
し
、
政
治
の
場
で
の
解
決

を
迫
り
、
理
解
者
を
ど
れ
だ
け
広
め
ら
れ
る
か
だ
。

②
昨
年
、
新
橋
昇
進
差
別
・
指
導
車
掌
事
件
で
の
東

京
地
労
委
か
ら
の
勝
利
命
令
、
横
浜
人
活
事
件
の
解

決
、
配
属
事
件
の
一
括
和
解
、
鶴
見
駅
の
解
雇
・
不

当
配
転
事
件
に
お
け
る
懲
戒
解
雇
処
分
取
り
消
し
、

現
場
復
帰
を
勝
ち
取
り
、
更
に
神
奈
川
地
労
委
で
バ

ッ
ジ
第
四
陣
の
勝
利
命
令
を
勝
ち
取
っ
た
。
ま
た
、

Ｖ
Ｓ
Ｃ
事
業
所
の
縮
小
廃
止
に
よ
り
元
職
系
統
を
中

心
に
発
令

が
さ
れ
た
。

③
現
在
は

昇
進
差
別

事
件
の
和

解
協
議
が

始
ま
り
、

今
年
の
試

験
で
実
績

を
作
る
こ

と
が
出
来

る
か
が
重

要
。
④
組

織
強
化
拡

大
運
動
に

全
組
織
を

挙
げ
て
取

り
組
み
た
い
。
⑤
春
闘
五
〇
年
の
節
目
の
闘
い
、
戦

後
六
〇
年
の
節
目
の
年
に
平
和
憲
法
を
守
る
闘
い
に

全
力
を
上
げ
る
。
と
の
挨
拶
を
受
け
た
。

次
に
、
笹
原
書
記
長
に
よ
る
経
過
・
方
針
の
一
括

提
案
の
後
、
五
名
か
ら
発
言
を
受
け
た
。

◆
畑
中
健
志
（
上
野
支
部
・
鶯
谷
駅
）

Ｍ
Ｖ
三
〇
の
導
入
、
窓
口
の
廃
止
、
助
役
の
日
勤

化
と
続
き
、
労
働
環
境
の
悪
化
と
共
に
駅
の
利
用
者

の
方
に
も
大
変
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
利
用
者
の

声
を
活
か
す
運
動
と
し
て
、
駅
全
体
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
を
含
め
た
不
便
箇
所
の
実
態
調
査
を
行
な
い
、
区

議
会
に
陳
情
し
成
果
を
上
げ
た
。

◆
戸
塚
秀
一
（
横
浜
支
部
・
横
須
賀
駅
連
合
）

昇
進
差
別
是
正
に
向
け
、
有
資
格
者
全
員
が
受
験

す
る
こ
と
に
決
め
た
。
会
社
の
不
誠
実
な
行
為
に
対

し
、
神
奈
川
で
出
さ
れ
た
命
令
の
上
積
み
を
要
求
す

べ
き
。
ま
た
自
動
昇
格
制
度
の
導
入
を
組
合
の
姿
勢

と
し
て
取
り
組
ん
で
。

◆
野
口
喜
伸
（
新
橋
支
部
・
駒
込
駅
）

Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
で
、
北
部
全
労
協
・
北
部
春
闘

共
闘
合
同
集
会
を
五
〇
〇
名
の
参
加
で
成
功
さ
せ

た
。
成
功
の
た
め
、
実
行
委
員
会
方
式
は
と
ら
な
い
、

闘
う
闘
争
団
は
入
れ
な
い
、
鉄
建
公
団
訴
訟
に
は
触

れ
な
い
、
不
一
致
点
や
対
立
点
は
出
さ
な
い
、
互
い

の
批
判
は
し
な
い
こ
と
と
し
た
。
あ
る
支
部
執
行
委

員
が
鉄
建
公
団
訴
訟
オ
ル
グ
を
北
海
道
・
九
州
で
行

な
っ
た
。
解
決
を
阻
害
す
る
反
組
織
的
行
為
。
改
札

業
務
の
委
託
化
反
対
と
あ
わ
せ
、
労
働
条
件
改
善
を

求
め
る
闘
い
の
検
討
を
。

◆
岡
野
嘉
明
（
八
王
子
支
部
・
三
鷹
電
車
区
分
会
）

配
属
差
別
七
電
車
区
事
件
は
、
和
解
が
絵
に
書
い

同
日
午
後
か
ら
、
全
分
会
長
会
議
が
同
所
で
開
催

さ
れ
、
二
〇
〇
名
を
超
え
る
分
会
長
が
結
集
し
た
。
濱
中
副
委
員
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
阿
部
委
員
長
の

挨
拶
、
ア
ル
バ
の
畠
山
さ
ん
か
ら
の
要
請
を
受
け
た
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が
、
そ
の
中
で

話
を
し
た
り
、

困
っ
た
と
き
に

話
を
聞
い
て
頂

く
の
が
国
労
の

人
だ
っ
た
。
東

労
組
で
、
組
合

内
差
別
を
組
合

と
い
う
名
前
で

や
ら
れ
た
。
国

労
は
つ
ま
ら
な

い
問
題
で
も
皆

さ
ん
非
常
に
時

間
を
掛
け
て
、

真
摯
に
話
を
し
て
く
れ
る
。
自
分
が
今
抱
え
て
い
る

問
題
が
、
国
労
に
加
入
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
で

き
る
と
は
正
直
思
っ
て
い
な
い
。
で
も
、
問
題
が
あ

っ
た
時
に
一
つ
ひ
と
つ
本
人
が
納
得
で
き
る
よ
う
歩

み
が
遅
く
て
も
進
ん
で
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
に
、
私

は
非
常
に
共
感
で
き
る
。
こ
れ
が
労
働
組
合
と
し
て

第
一
義
と
し
て
あ
る
べ
き
姿
だ
と
思
う
」
と
の
決
意

表
明
を
受
け
、
質
疑
と
な
っ
た
。

◆
横
浜
支
部
・
松
本
さ
ん

和
解
に
当
た
っ
て
、
バ
ッ
ジ
処
分
で
試
験
を
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
人
の
救
済
措
置
は
あ
る
の
か
。

◆
相
模
支
部
・
斉
藤
さ
ん

昇
進
試
験
受
験
の
慫
慂
を
し
て
い
る
が
、
自
動
昇

格
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

よ
う
・
行
動
し
よ
う
、
自
分
に
家
族
に
み
ん
な
の
た

め
に
」
が
選
ば
れ
た
。

最
後
に
笹
原
書
記
長
の
「
ま
と
め
」、
地
方
委
員

和
解
を
勝
ち
取
る
た
め
、
共
に
調
査
し
、
現
実
を
相

手
に
見
せ
な
が
ら
、
闘
っ
て
行
き
た
い
。

・
反
戦
平
和
の
運
動
や
護
憲
の
運
動
は
取
り
組
み
を

強
化
す
る
。

・
本
州
不
採
用
事
件
は
、
一
二
・
二
二
最
高
裁
判
決

の
当
事
者
と
同
様
の
扱
い
を
し
て
い
く
。

次
に
支
部
代
表
と
し
て
、
大
宮
支
部
・
武
田
委
員

長
か
ら
「
一
人
の
た
め
に
労
働
組
合
と
し
て
何
を
や

っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
大
き
く
問
わ
れ
て
い

る
。
ま
さ
し
く
労
働
組
合
の
存
在
が
問
わ
れ
て
い
る
。

我
々
は
元
の
職
場
に
戻
っ
て
、
国
労
の
根
を
張
っ
て

い
く
と
い
う
意
思
統
一
を
し
、
共
に
労
働
条
件
改
善

の
闘
い
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
白
河
市

の
市
会
議
員
に
前
大
宮
地
区
本
部
委
員
長
の
石
名
さ

ん
が
立
候
補
。
皆
さ
ん
の
絶
大
な
ご
尽
力
を
お
願
い

し
た
い
」
と
、
力
強
い
決
意
表
明
が
さ
れ
た
。

続
い
て
〇
五
春
闘
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
の
発
表
・
表

彰
が
行
わ
れ
、
入
選
は
八
王
子
支
部
・
高
橋
義
美
さ

ん
の
「
私
た
ち
最
大
の
武
器
は
団
結
の
力
、
仲
間
と

手
を
携
え
て
闘
お
う
〇
五
春
闘
」、
佳
作
は
大
宮
工

場
支
部
・
飯
田
和
男
さ
ん
の
「
〇
五
春
闘
、
参
加
し

◆
新
橋
支
部
・
相
原
さ
ん

今
回
の
Ｖ
Ｓ
Ｃ
廃
止
に
よ
る
配
属
で
、
多
く
の
人

が
元
の
職
場
に
戻
っ
た
が
、
ま
だ
残
っ
て
い
る
仲
間

の
対
策
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
。

◆
横
浜
支
部
・
辻
井
さ
ん

昇
進
試
験
は
組
織
拡
大
と
表
裏
一
体
。
和
解
は
あ

せ
る
必
要
は
な
い
。
本
州
の
不
採
用
の
人
達
の
救
済

は
ど
う
す
る
の
か
。
神
奈
川
で
の
二
四
協
定
問
題
で

手
続
き
を
早
急
に
や
ら
せ
る
必
要
が
あ
る
。

◆
八
王
子
支
部
・
野
本
さ
ん

和
解
は
仕
方
が
な
い
。
い
い
条
件
で
、
一
般
組
合

員
の
こ
と
を
考
え
た
和
解
に
す
る
べ
き
。

◆
新
橋
支
部
・
高
瀬
さ
ん

九
条
の
会
に
地
本
と
し
て
も
賛
同
を
。
業
務
委
託

さ
れ
た
職
場
労
働
者
の
雇
用
形
態
や
、
同
一
労
働
・

同
一
賃
金
を
求
め
要
求
を
汲
み
上
げ
闘
い
を
。
今
春

闘
は
貨
物
職
場
で
ス
ト
ラ
イ
キ
の
配
置
を
。

と
の
意
見
を
受
け
、
笹
原
書
記
長
が
答
弁
し
た
。

◇
笹
原
書
記
長
答
弁

・
昇
進
和
解
に
つ
い
て
、
バ
ッ
ジ
の
問
題
・
自
動
昇

格
・
受
験
回
数
な
ど
あ
る
が
、
で
き
る
だ
け
有
利
な

本
年
二
月
一
日
、
一

八
年
間
本
来
業
務
を
外

さ
れ
た
ベ
ン
デ
ィ
ン
グ

職
場
の
多
く
の
仲
間

が
、
元
職
種
の
職
場
を

中
心
に
配
属
に
な
っ

た
。
職
場
の
仲
間
な
ど

に
歓
迎
さ
れ
な
が
ら
慣

れ
な
い
仕
事
に
励
ん
で

い
る
。

東
京
地
本
の
執
行
委

員
で
あ
る
石
上
政
治
財

政
部
長
は
大
崎
駅
改
札

に
、
海
老
原
執
行
委
員

は
池
袋
駅
ホ
ー
ム
に
配

属
さ
れ
た
。
配
属
後
間

も
な
い
二
人
の
姿
を
紹

介
す
る
。

二
月
四
日
第
九
九
回
青
年
部
定
期
地
方
委
員
会

を
、
本
部
・
因
泥
青
年
部
長
を
迎
え
て
開
催
し
て
き

た
。
組
織
減
少
を
抱
え
な
が
ら
も
、
全
体
集
会
的
に

開
催
し
て
き
た
。
青
年
部
に
と
っ
て
最
大
の
取
り
組

み
課
題
で
あ
る
組
織
拡
大
に
向
け
、
国
労
加
入
の
ア

ピ
ー
ル
行
動
を
継
続
す
る
事
を
再
確
認
す
る
と
共

に
、
今
後
の
青
年
部
運
動
の
継
承
・
発
展
に
向
け
、

取
り
組
み
の
強
化
が
急
務
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。八

王
子
鉄
道
総
合
部
か
ら
高
崎
機
関
区
へ
不
当
配

転
さ
れ
た
木
村
さ
ん
も
駆
け
つ
け
、
不
当
配
転
か
ら

四
年
目
に
な
り
一
日
も
早
く
戻
り
た
い
と
報
告
さ
れ

た
。日

本
の
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
た
め
、
国
民
春

闘
、
反
戦
・
平
和
と
国
鉄
闘
争
を
結
合
し
て
創
意
工

夫
し
た
職
場
・
地
域
か
ら
の
闘
い
と
、
他
単
組
と
の

交
流
や
共
同
行
動
も
強
め
な
が
ら
、
国
鉄
闘
争
を
は

じ
め
と
し
た
闘
い
の
前
進
に
向
け
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
を
意
思
統
一
。
最
後
に
次
期
役
員
体
制

を
確
認
、
坂
本
新
青
年
部
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

終
了
し
て
き
た
。

【
役
員
体
制
】

青
年
部
長
　
　
坂
本
和
彦

会
ア
ピ
ー
ル
の
確
認
、
阿
部
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
、
組
織
拡
大
に
向
け
た
意
思
統
一
を
行
う
全

分
会
長
会
議
は
成
功
裏
に
終
了
し
た
。

第
二
五
回
ス
キ
ー

大
会
が
二
月
二
三
〜

二
四
日
、
新
潟
・
越

後
湯
沢
の
地
に
て
開

催
さ
れ
、
以
下
の
よ

う
な
結
果
と
な
っ

た
。
今
大
会
は
初
日

雨
模
様
の
悪
天
候
に

も
拘
わ
ら
ず
日
頃
の

鍛
錬
を
発
揮
す
る
レ

ー
ス
と
な
っ
た
。
二

日
目
は
好
天
に
恵
ま

れ
タ
イ
ム

に
一
喜
一

憂
す
る
場

面
が
多
く

見
ら
れ
た
。

引
き
続
き

の
開
催
に

向
け
て
参

加
者
の
増

加
を
期
待

す
る
。ま

た
、

今
大
会
も
、

ス
キ
ー
連

盟
・
青
年

部
・
青
対

部
・
各
支
部
教
宣
部
の
ご
協
力
を
受
け
て
成
功
を
し
た
。

【
結
果
】

回
　
転
Ａ

優
　
勝
　
松
浦
誠
典
　
横
　
浜
　
鶴
見
線
営
業
所

準
優
勝
　
古
木
哲
雄
　
大
　
宮
　
的
場
駅

第
三
位
　
森
田
哲
男
　
上
　
野
　
新
幹
線
二
運

回
　
転
Ｂ

優
　
勝
　
橘
川
康
宏
　
横
　
浜
　
東
神
奈
川
電
車
区

準
優
勝
　
古
川
修
一
　
宇
都
宮
　
大
宮
信
号
技
セ

第
三
位
　
大
越
　
進
　
八
王
子
　
三
鷹
保
技
セ

大
回
転
Ａ

優
　
勝
　
古
木
哲
雄
　
大
　
宮
　
的
場
駅

準
優
勝
　
松
本
昭
夫
　
大
　
宮
　
ユ
ニ
オ
ン
建
設

第
三
位
　
松
浦
誠
典
　
横
　
浜
　
鶴
見
線
営
業
所

大
回
転
Ｂ

優
　
勝
　
橘
川
康
宏
　
横
　
浜
　
東
神
奈
川
電
車
区

準
優
勝
　
古
川
修
一
　
宇
都
宮
　
大
宮
信
号
技
セ

第
三
位
　
吉
沢
　
毅
　
新
幹
線
　
東
京
第
二
運
輸
所

総
合
成
績

優
　
勝
　
橘
川
康
宏
　
横
　
浜
　
東
神
奈
川
電
車
区

準
優
勝
　
古
川
修
一
　
宇
都
宮
　
大
宮
信
号
技
セ

第
三
位
　
松
浦
誠
典
　
横
　
浜
　
鶴
見
線
営
業
所

副
青
年
部
長
　
　
柴
田
　
亙

常
任
委
員
　
　
野
澤
浩
司

（
青
年
部
・
坂
本
）

追
伸：

坂
本
青
年
部
長
は
三
月
一
日
付
け
で
八
年
半
　

ぶ
り
に
東
京
支
店
に
転
勤
し
ま
し
た
。

青年部役員の皆さん

大
崎
駅
改
札
に
立
つ
石
上
執
行
委
員

池
袋
駅
ホ
ー
ム
に
立
つ
海
老
原
執
行
委
員

総
合
優
勝
の
橘
川
さ
ん


